副大臣日誌第４５号

２０１０年８月９日

■元気を出しましょうよ、菅総理大臣

　参議院選挙の結果を受けて、臨時国会は終了した。

　今回の臨時国会の審議日程はわずか１週間足らずの短い期間ではあったが、そのうち４日間は衆参両院で予算委員会が開催され、菅政権初の本格的な論戦の場が提供された。

　手痛い敗北を喫した菅政権にとって、今後どのような姿勢で臨んでいくのか、大変注目した予算委員会であつたが、一言で言えば参議院選挙で敗北した直後であり、また、９月１４日に開催される代表選挙をにらんでの慎重な守りの姿勢が前面に出ており、自民党の石破政策調査会長をして「かつての野党時代の菅さんの攻撃的な姿勢のほうが好きだ」とまで言われる状況が、そのことを如実に示していたといえよう。

　最も、野党時代と政権を掌握した総理大臣ともなれば、国会での姿勢が変化することは当然であり、いつも攻撃的な姿勢で答弁するわけには行かないことは言うまでもない。

　とはいえ、参議院選挙の敗北という手痛い現実が重くのしかかり、やはりなんとなく元気さを欠いていたように思える。

　とりあえずの国会論戦は乗り切ったものの、今後９月の代表選挙をどのようにたたかい、秋の臨時国会でのねじれ状況をどう打開していけるのか、また、来年度の予算をどのように作り上げていけるのか、なかなかしんどい展開が待ち受けていることも間違いない。

　この短い夏休み期間で、菅総理にはぜひとも今後の戦略展望を切り開くべく、大いに充電していただきたい。

■頭が痛い基礎年金の国庫負担と法人税率の引き下げ財源

　さて、やはり財政問題が一番気になる。来年度の予算編成に向けての組み換え基準については既に閣議決定され、各省庁は８月３１日までにこの基準に基づいて概算要求を提出することになっている。

　例年以上に蒸し暑い霞ヶ関界隈のなかで、夏を返上して予算編成に汗を流す官僚の皆さん方の努力には、率直に言って頭が下がる。

　とくに、人件費が圧倒的なウエイトを占める省庁の場合、率直に言って１０％カットという組み替え予算を作ることの困難性がわかるだけに厳しい予算作りが続けられるに違いない。

　そうしたなかで、小生が一番大変だ、と思っているのは年金財源である。　つまり、基礎年金の国庫負担を、既に自民党政権時代に３分の１から２分の１へと引き上げられているものの、来年度までの２年間はいわゆる埋蔵金で約５兆円を手当てしてきたのだが、来年度以降この財源をどのように工面してくるのか、めどが立っていないことである。

　単年度に換算して２．５兆円という巨額な財源を再び埋蔵金に頼るのか、それとも恒久財源をひねり出してくるのか、消費税率に換算して１％ではあるが、まことに展望は暗いままなのだ。　

　今年度の税制改革の課題としてこの２．５兆円をひねり出すことの困難性を考えるとき、どのようにして来年度以降対応していけばよいのか、政権内での苦悩が続く。

　さらに加えて、法人税の引き下げ問題がのしかかってくることも頭が痛い問題である。

　先日、釜山で開催されたG20の会合で、法人税の引き下げ競争に歯止めをかけるべきでは、と発言した。

　財務省の公式見解ではなかったのだが、どうしても先進国間で税制の国際協調が必要になっているのでは、という問題意識であつた。

　幸い、マスコミ報道などで国民の皆さんに報道されたことを受けて、良くぞ発言してくれた、という声も聞いているし、ある新聞のコラム欄でも「近隣窮乏化政策を防ぐべきだ」と題された中で、法人税の引き下げ競争が取り上げられ、国際間の協調を求める意見であった。

　さらに、毎日新聞の記者の記事の中で、アメリカのサマーズ氏が、やはり国際的な法人税の引き下げ競争をやめるべきだ、と主張している趣旨の発言があったと報道されている。

　やや遅きに失した感はぬぐえないものの、今後の課題として継続して訴えていくべき課題であろう。

■ロナルド・ドーア先生、今の日本をどう分析されますか

　そんな思いを持ちながら夏休みに入ったのだが、突然ロナルド・ドーアさんから9月に入ってお会いしたいという趣旨のメールが入ってきた。

　どうやらドーアさんに対してNHKがテレビでインタビューをするらしく、その為に材料を集めたいとのことであった。

　もちろん、尊敬するドーア先生のために協力できることはこの上ない喜びであり、喜んで協力させていただくことをお伝えしたのだが、何とドーア先生、今年に入って自動車事故を起こされたとのこと。おそらく70歳を遥かに超えられたご高齢の方であるだけに、自らハンドルを握らないようになされてはいかがかな、と思った次第である。

　それにしても、ドーア先生がかつて東京新聞紙上で指摘されたのだが、小泉構造改革の継承者は鳩山民主党ではないか、という指摘には“さすが”と思わざるをえなかった。

　今度お会いしたとき、今の日本の政治・経済・社会に対してどのような診断を下されるのか、注目したい。

■夏休みのお勧めの図書、竹森俊平著『中央銀行は戦う』

　最後に、最近読んだ経済書の中で推薦したいのが、竹森俊平慶應大学教授の書かれた『中央銀行は戦う』(日経BP社刊)である。

　竹森教授のかかれる文章は、まことに絶妙な筆致とストーリーで読むものの興味をそそられ続ける。

　前著である『資本主義は嫌いですか』の続編という感じで読んだのだが、リーマンショックから最近のギリシア危機に至る世界の金融財政の危機的状況を理解する上で、この上ない好著になっているように思われる。

　ぜひとも夏休みのひと時、一読を薦めたい。

